
高齢者総合相談センター

小松市では、委託型の高齢者総合相談センター（地域包括支援センター）を
小学校区毎に10か所設置しています。

そのうち、勝木会は「丸内芦城高齢者総合相談センター」の運営を

受託しています。

＜業務内容＞

地域の高齢者相談の最初の窓口となり、

・総合相談支援

・介護予防ケアマネジメント

・権利擁護

・包括的・継続的ケアマネジメント 等の実施



フレイル予防機能強化型センター

地域包括支援センターは原則として、

・主任ケアマネージャー

・社会福祉士

・保健師等 の3職種を配置しています。

丸内芦城高齢者総合相談センターは、本体業務に付帯して、

「フレイル予防機能強化型」を追加受託し、

専従の理学療法士を2名配置しています。

また市内全域を対象として、さまざまな関係機関・団体と連携し
介護予防・重症化予防、リハビリテーション支援等に取り組み、

健康寿命の延伸を図る活動にも取り組んでいます。


